
 

７ ５年 単元計画（６時間） 

 

時 学習活動 
観点 

児童の思考の流れ 
評   価 

関 考 技 知 ◇評価規準 ★資質・能力(評価方法） 

１ 課題の設定  本時の目標：単元課題を通して，疑問をもつことができる。 

・ボードに折り鶴を敷き詰めた折
り鶴アートを作るための単元課
題から，条件に合った作り方の
求め方や表現の仕方を考える必
要があることに気付き，解決に
向けての見通しを持つ。 

 

○面積も折り鶴の数も違うから，
どうやって比べたらいいのだろ
う。 

 

・学習の見通しをもつ。 

○学習計画を立てる。 

○ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・折り鶴アートで平和への祈
りを伝えたい。 

 
・村上先生に言われたアート
を作ろうと思ったら，AとB
のどちらの条件で作ったら
いいのだろう。 

 
・どうやったら比べられる
のか調べたい。 

◇単元課題から，二種の異なる単位量の比
較に関心をもち，その方法について考え
ている。（行動観察，ノート） 

 

★課題解決に向けて，自分の考えや意見を
進んで表現している。（行動観察，ワー
クシート）【主体性】 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

２ 情報の収集① 本時の目標：単位量あたりに着目する考えを理解する。   

・「ぎっしりと敷き詰める」とい
うイメージを持つために，社会
見学の昼食時に使うレジャーシ
ートの数と座る子供の数からそ
れぞれの混み具合を考える。 

 

○シートの数と子供の数も違うシ
ートの混み具合は，どうやって
比べたらよいのだろう。 

○シート１枚あたりの人数で比べ
たらよい。 

○子供一人あたりのシートの数で
比べたらよい。 

○どちらか一方の量を１にそろえ
て比べたらよい。 

 
 
○ 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・シートの数や子供の数が
同じだったら，混み具合
が比べられるけど，違っ
たら比べられない。 

 
・シート１枚あたりの人数
で比べたら，混み具合が
分かった。 

・子供一人あたりのシート
の数で比べたら，混み具
合が分かった。 

・どちらかの量を１にそろ
えたら，混み具合を比べ
ることができた。 

・他の場合ではどうなんだ
ろう。 

◇単位量あたりに着目する考えを説明するこ
とができる。（行動観察，ノート） 

 
★課題解決に必要なことを理解して筋道
を立てて考え，式・図・言葉を相互に
関連付けて表現している 

（行動観察，ノート） 
【論理的思考力】 
 

３ 情報の収集② 本時の目標：日常生活で単位量あたりの考え方が用いられる場面を知り，これを用い 
て，２つの観点から量の大きさを比べる。 

・社会見学で乗るバスを選ぶ際に
２台のバスのガソリンの量と走
る道のりから，「どちらかの量
を『１』に揃えて比べる」とい
う「単元をつらぬくアイディア
（本質）」を使って解くことの
よさを知り活用する。  

・単位量あたりの大きさを調べて
比べることが日常生活には多く
あることを知る。 

 
○二台のバスのガソリンの量と走
る道のりを比べるには，どうし
たらよいのだろう。 

○ガソリン１Lあたりで走れる道のりで
比べたらよい。 

○１ｋｍ走るのに使うガソリンの量で比
べる。 

○どちらか一方の量を１にそろえて比
べたらよい。 

 

 
 
 ○ 

 
 
 
 
 
○ 

・ガソリンの量や道のりが
同じだったら，比べられ
るけど，違ったら比べら
れない。 

 
・ガソリン１Lあたりで走れ
る道のりで比べたら，分
かった。 

・１ｋｍ走るのに使うガソ
リンの量で比べたら，分
かった。 

・どちらかの量を１にそろ
えたら，比べることがで
きた。 

・２つの量が違っても，ど
ちらかの量を１にそろえ
たら比べることができる
のではないか。 

・他の場合でも比べること
ができそうだ。 

◇単位量あたりの考えを使って，２つの観
点から，量の大きさを比べることができ
る。（行動観察，ノート） 

 
◇日常生活に単位量あたりの考えがあるこ
とを理解する。（行動観察，ノート） 

 
 
★意見交流を通して「自分や友達の考え
の良さ」や「自分の誤り」に気付き，
表現したり，修正したりしている。 

（行動観察，ノート） 
【自己理解】 

（単元課題） 
平和への祈りをこめた折り鶴アートを作ります。今，先生は２つの案を考えています。 
A：１５００㎠のボードに，１２００羽の鶴を折る B:２０００㎠のボードに，１５００羽

の鶴を折る 
ただし，先生はボードの中にぎっしりと折り鶴をしきつめてほしいです。 
AとBのどちらを選んだ方がいいでしょうか。式・図・言葉を使って説明して下さい。 

 

 
  
 



 

４ 

 

 

整理・分析 本時の目標：人口密度について理解し，大きさを比べる。  

・広島県と長崎県を比べる際に，
人口密度について考え，「単元
をつらぬくアイディア（本質）
が活用できることに気付く。 

○平和について調べる中で，広島
県と長崎県の混み具合を調べよ
う。 

○面積のわりに人口が多いのは，
どちらの県なのか考えよう。 

○１ｋ㎡あたりの人口で比べたら
よい。 

○１ｋ㎡あたりの人口を人口密度
という。 

 

   ○ ・広島県と長崎県の面積と
人口はどうやって比べた
らよいのだろう。 

・１人あたりの面積で比べ
るよりも１ｋ㎡あたりの
人口で求めた方が計算し
やすい。 

・人口密度も，今まで習っ
たことを使ったら求める
ことができた。 

・もう，どんな問題がでて
きても解けそうだ。 

◇人口密度の意味について理解する。 
（行動観察・ノート） 
 
★振り返りの場面でお互いの考えの良さ
を伝える姿や自分の説明で他の児童を
納得させることができている。 

（行動観察，ノート） 
【自らへの自信】 

５ まとめ・創造・表現・振り返り①  本時の目標：学習してきたことを活用して単元課題を解くことができる。 
 
・学習してきたことを活用して単
元課題を解決する。 

 
○AとBのどちらの折り鶴アートを
作ればいいのか考えよう。 

○１羽あたりの面積で比べたらよ
い。 

○１㎡あたりの折り鶴の数で比べ
たらよい。 

○どちらの案で折り鶴アートを作
るか提案しよう。 

 ○   ・AとBのどちらの案で折り
鶴アートを作れば，条件
に合うだろう。 

・１羽あたりの面積で比べ
てみよう。 

・１㎡あたりの折り鶴の数
で比べてみよう。 

・やっぱり，どちらかの量
を１にそろえたら，比べ
ることができた。 

◇条件に合う案を単元をつらぬくアイディ
ア（本質）を使って，考えている。 
(行動観察，ノート) 

 
★資質・能力が全て発揮されている 
（行動観察，ノート） 
【主体性】 【論理的思考力】 
【自己理解】【自らへの自信】 

６ 
 

 

まとめ・創造・表現・振り返り②  本時の目標：パフォーマンス課題を解くことができる。 

 
 
・パフォーマンス課題を解き，単
元について振り返る。 

 

 
 ○  

 
 ◇パフォーマンス課題を解くことができて

いる。 
（パフォーマンス課題） 

★既習したことを生かして，主体的にパフ
ォーマンス課題に挑戦している。 
（パフォーマンス課題）【主体性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ パフォーマンス課題 

９ パフォーマンス課題の評価基準 

１ ２ ３ 

・どちらのボードを選べばいい

かを正しく求められない。 

・どちらのボードを選べばい

いかを単元をつらぬくアイ

ディア（本質）を活用して

求めることができる。 

 

・どちらのボードを選べばいいかを算

数カードや式・図・言葉や単元をつ

らぬくアイディア（本質）を活用し

て求めることができる 

 さらに，２量の比例関係にも着目し

て説明することができる。 

 

本 

時 

パフォーマンス課題 

（パフォーマンス課題） 
 平和への祈りをこめた折り鶴アートを作ります。今，先生は２つの案を考えています。 
A：１２００㎠のボードに，１５００羽の鶴を折る B:１５００㎠のボードに，２０００羽の鶴を折る 
ただし，先生はボードの中にぎっしりと折り鶴をしきつめてほしいです。 
AとBのどちらを選んだ方がいいでしょうか。式・図・言葉を使って説明して下さい。 

 

 
 
 
 
 


